
飲酒運転による死亡事故件数の推移

原付以上運転者（第１当事者）の飲酒死亡事故件数の推移（平成11年～令和５年）
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H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

H14.6
改正道路交通法施行
（厳罰化、酒気帯び運転の罰則適用対象見直し）

H13.12
改正刑法施行
「危険運転致死傷罪」新設

H11.11
東名高速で乗用車が飲酒運
転のトラックに衝突され、
幼児２名が死亡

H18.8
福岡市内の橋上で乗用車が飲
酒運転の車に追突され、海上
へ転落し、幼児３名が死亡

H19.9
改正道路交通法施行
（飲酒運転及び助長行為の厳罰化）

H21.6
改正道路交通法施行
（行政処分の強化）

（件）

注 「飲酒死亡事故」とは、第１当事者の飲酒状況が酒酔い、酒気帯び、基準以下、検知不能のいずれかに該当する場合の死亡事故をいう。

H26.5
自動車運転死傷処罰法施行


